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【こ
が
ね
い
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
５
】

 

二
〇
一
四
年
一
一
月
九
日
の
「ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
」や
、
二
〇
一

五
年
三
月
七
日
の
「小
金
井
平
和
の
日
・

 

市
民
イ
ベ
ン
ト
」を
実
施
し
た
市
民
た
ち
が
、
安
全
保
障
法
案

に
反
対
す
る
た
め
に
始
め
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。 

駅
頭
宣
伝
活
動
や
反
対
の
国
会
請
願
署
名
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
安
倍
政
権
か
ら

の
「
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
」を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
い
の
ち
と
平
和
を
守
る
た
め
に
連
続

し
た
多
彩
な
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

憲
法
９
条
の
改
定
に
つ
い
て 

市
民
掲
示
板
の
制
限
規
定

に
つ
い
て 

◀第 18回反戦アクションに参加しよう▶ 

 

小
金
井
平
和
の
日
・
市
民
イ
ベ
ン
ト

実
行
委
員
会
は
、
８
月
２
日
に
小
金
井

市
長
と「
平
和
事
業
の
市
民
協
働
に
よ

る
拡
充
を
求
め
る
話
し
合
い
」
を
行
い

ま
し
た
（
既
報
）。 

私
た
ち
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
通
年

の
平
和
事
業
実
施
の
協
議
の
場
と
し

て
、
実
行
委
員
会
の
設
置
を
要
望
し
ま

し
た
。
市
長
は「
申
し
入
れ
の
市
民
協

働
に
よ
る
平
和
事
業
の
拡
大
の
理
念

は
共
有
で
き
る
が
、
職
員
体
制
が
充
分

で
な
い
た
め
、
来
年
度
か
ら
の
市
民
参

加
に
よ
る
実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ

は
約
束
で
き
な
い
」と
の
見
解
で
し
た
。 

た
だ
し
、
今
後
と
も
「
他
市
の
先
進

事
例
も
調
べ
て
参
考
に
し
た
い
。
引
き

続
き
事
務
レ
ベ
ル
で
情
報
提
供
や
意
見

交
換
を
継
続
す
る
こ
と
は
承
認
す
る
」

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

    

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
森
戸
委
員

の
平
和
事
業
の
充
実
を
と
い
う
質
問
に

対
し
て
担
当
の
広
報
秘
書
課
長
は
、

「
ご
意
見
は
ご
意
見
と
し
て
承
っ
て
お 
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き
、
引
き
続
き
研
究
・
検
討
し
て
い
き

た
い
」と
い
う
消
極
的
な
答
弁
で
し
た
。 

    

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
て
11
月

10
日
に
市
（
広
報
秘
書
課
長
）
と「
市

民
協
働
に
よ
る
平
和
事
業
の
拡
充
」
の

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。 

と
く
に
私
た
ち
が
強
く
求
め
て
い
る

市
民
（
団
体
）
参
加
に
よ
る
（
仮
称
）
平

和
推
進
事
業
検
討
実
行
委
員
会
の
来

年
度
設
置
に
つ
い
て
、
市
は
難
色
を
示

し
て
い
ま
す
。 

お
隣
の
三
鷹
市
や
武
蔵
野
市
の
平

和
事
業
は
非
常
に
充
実
し
て
い
る
と
認

め
な
が
ら
、
本
市
の
取
り
組
み
の
改
善

に
つ
い
て
は
予
算
が
な
い
職
員
体
制
が

十
分
で
な
い
等
と
消
極
的
で
す
。 

私
た
ち
は
、
他
市
の
委
員
謝
金
を
求

め
な
い
委
員
会
設
置
事
例
や
職
員
負

担
を
軽
減
す
る
市
民
協
働
方
法
な
ど

を
提
案
し
て
、
強
く
再
考
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
市
は「
持
ち
帰
り
た
い
」
と
継
続

議
題
に
な
り
ま
し
た
。 

次
回
の
話
し
合
い
が
注
目
で
す
。 

 

（貫
井
北
町/

内
田
） 

科学者の湯川秀樹さんらが呼びかけた「世界連邦平和都市宣言」。小金井市は１９６０

年に宣言を行いました。それを記念して作られた記念塔は、１９６２年に武蔵小金井駅北

口に設置され、長年まちを見守ってきました。石碑裏側に宣言文が彫られていますがロー

タリー内に設置されているため立ち入ることができません。 

多くの市民に知ってもらい、世界平和への思いを次世代に受け継いでいくため、記念塔の説

明板を正面の歩道に設置するよう、2020 年 1 月に「小金井平和の日・市民イベント実行委員

会」は、西岡市長に要望書を提出しました。 市からは「今後新庁舎の建設に伴い、小金井市

市民憲章とあわせて設置を検討する」と回答がありました。       北口駅前の記念塔⇒ 

 

ご存知ですか 市内の平和モニュメント（その３） 

世界連邦平和都市宣言 

平和事業の市民協働による拡充の話し合い続く 

小金井市は予算と職員体制などを理由に消極的 

８/

２
市
長
と
の
話
し
合
い
が
実
現 

９/

27
市
議
会
で
の
課
長
答
弁 

11/

10
部
局
と
話
し
合
い
が
実
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「
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
及
び
イ
ス
ラ
エ
ル

に
お
け
る
平
和
の
早
期
実
現
を
求
め
る

決
議
」を
全
会
一
致
で
可
決 

 

２
０
２
３
年
１０
月
７
日
に
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
ガ
ザ
地
区
を
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム
組

織
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
の
戦
闘
が
始

ま
っ
て
か
ら
、
お
よ
そ
２
ヶ
月
が
経
過
、
１１

月
２４
日
に
始
ま
っ
た
戦
闘
の
一
時
休
止
と

人
質
の
交
換
は
７
日
間
で
終
わ
っ
た
。 

人
道
危
機
が
さ
ら
に
悪
化
し
な
い
よ

う
、
国
際
法
に
基
づ
い
た
事
態
の
早
期
鎮

静
化
と
人
道
状
況
の
改
善
を
図
る
こ
と
、

戦
闘
の
即
時
停
止
と
終
結
が
必
要
で
あ

る
。 

 

小
金
井
市
議
会
は
、
１
９
６
０
年
「
世
界

連
邦
平
和
都
市
宣
言
」
で
世
界
連
邦
の
実

現
を
希
求
し
、
１
９
８
２
年
「
小
金
井
市
非

核
平
和
都
市
宣
言
」で
、
世
界
の
恒
久
平
和

は
、
人
類
共
通
の
願
望
で
あ
る
と
し
て
い

る
。 小

金
井
市
に
お
い
て
も
２
０
０
８
年
に
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
双
方
の
若
者
を

招
い
た
交
流
事
業
「
中
東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ｉ
ｎ
小
金
井
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
以
降

数
年
に
わ
た
り
事
業
を
実
施
し
、
世
界
に

平
和
を
訴
え
た
経
緯
が
あ
る
。 

 

よ
っ
て
、
小
金
井
市
議
会
は
、
全
て
の
人

が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、
平

和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
全
て
の
国
が
国
際
法
に
基

づ
き
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・ガ
ザ
及
び
イ
ス
ラ
エ
ル

に
お
け
る
平
和
の
早
期
実
現
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。 

 

以
上
、
決
議
す
る
。 

令
和
５
年
12
月
７
日 

小
金
井
市
議
会 

11/23「秋の平和の集い」を開催し 

戦争反対・即時停戦を訴えました 

小
金
井
市
は
、
平
成
26
年
に
東
京

大
空
襲
の
あ
っ
た
３
月
10
日
を
「
小

金
井
平
和
の
日
」
と
定
め
、
平
和
啓
発

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
市
民

も
主
旨
に
賛
同
し
て
例
年
、「
戦
争
体

験
を
語
り
継
ぎ
、
平
和
へ
の
思
い
を
深

め
る
集
い
」を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

残
念
な
こ
と
に
い
ま
世
界
で
は
戦

火
が
止
み
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
春
に

続
い
て
、
11
月
23
日
に
武
蔵
小
金
井

駅
南
口
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
前
広
場

で「
秋
の
平
和
の
集
い
」
を
行
い
ま
し

た
。 「

集
い
」
冒
頭
で
、
事
業
後
援
を
い

た
だ
い
た
白
井
小
金
井
市
長
か
ら
の

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
ま
し
た
。

続
い
て
戦
争
体
験
者
の
詩
集
か
ら
戦

争
体
験
関
係
を
抽
出
し
て
朗
読
し
、

ご
本
人
（
87
歳
）
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
戦
争
体
験
者
の
女
性
の
手
記
を

代
読
し
、
全
文
の
コ
ピ
ー
を
参
加
者
に

配
布
し
ま
し
た
。 

市
民
か
ら
は
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
の

即
時
停
戦
の
ア
ピ
ー
ル
や
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
に
親
族
が
い
る
人
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

軍
の
暴
政
の
実
態
と
民
主
化
を
求
め 

小
金
井
か
ら
は
12
名
参
加
、
国
会

前
に
参
加
で
き
な
い
人
は
武
蔵
小
金

井
駅
南
口
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
10

名
で
行
い
ま
し
た
。 

岸
田
首
相
は
任
期
中
改
憲
を
度
々

表
明
し
て
い
ま
す
。
憲
法
を
生
か
し
戦

争
で
な
く
平
和
へ
の
訴
え
を
諦
め
ず
、

粘
り
強
く
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。  

（貫
井
北
町/

吉
武
） 

 

 パ
レ
ス
チ
ナ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
平
和
を
！ 

即
時
停
戦
・
武
力
行
使
の
中
止
を
求
め
る
人
々
の
声 

る
民
衆
の
闘
い
へ
の
連
帯
の
訴
え
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

か
つ
て
平
成
20
年
７
月
に
小
金
井

市
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
空
襲
や
ハ
マ

ス
の
自
爆
テ
ロ
で
肉
親
を
失
っ
た
９
人

の
高
校
生
遺
族
（
４
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ

人
と
５
人
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
）
を
小
金

井
市
に
招
待
し
ま
し
た
。 

６
日
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
お
互
い

に
交
流
し
た
高
校
生
た
ち
は
、
別
れ

際
に「
お
互
い
が
戦
場
で
銃
を
持
っ
て

再
会
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
祈
り

た
い
」と
語
っ
た
と
聞
き
ま
す
。 

こ
の「
中
東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

当
時
、
市
議
会
議
員
と
し
て
関
わ
っ 

た
漢
人
あ
き
こ
さ
ん
（
現
東
京
都
議
）

か
ら
。
特
筆
す
べ
き
自
治
体
外
交
の

経
過
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
リ
レ
ー
ト
ー
ク
と
共
に
音
楽

３
グ
ル
ー
プ
が
ピ
ー
ス
ソ
ン
グ
の
合
唱

や
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。 

集
会
の
後
は
、
有
志
で
平
和
を
訴

え
て
武
蔵
小
金
井
駅
周
辺
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。
集
い
参
加
者
は
60

人
、
パ
レ
ー
ド
参
加
者
は
30
人
で
し

た
。
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
ご
苦
労

様
で
し
た
。 

小
金
井
平
和
の
日
・
市
民
イ
ベ
ン
ト

実
行
委
員
会 

（貫
井
北
町/

内
田
） 

天
気
に
恵
ま
れ
た
11
月
３
日
（
祝

日
）
国
会
前
で
は
憲
法
集
会
「
つ
な
ご

う
憲
法
、
生
か
そ
う
未
来
へ
」
が
開
催

さ
れ
、
９
条
を
生
か
し
戦
争
で
な
く
平

和
へ
の
準
備
を
求
め
る
市
民
、
団
体
な

ど
４
０
０
０
名
以
上
が
集
ま
り
ま
し

た
。 イ

ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
の
病
院
、

学
校
な
ど
へ
の
攻
撃
に
よ
る
子
供
、
女

性
、
市
民
の
集
団
虐
殺
へ
の
怒
り
や
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
の
長
期
化
へ
の

抗
議
と
共
に
、
立
憲
野
党
や
憲
法
研

究
者
、
市
民
団
体
な
ど
か
ら
、
憲
法
が

大
切
、
戦
争
で
な
く
平
和
が
大
切
と

の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

市
民
は 

国
会
前
で
は 

市
議
会
で
は 

参加者有志によるパレード 

国会前で 


